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事故検証課題別ディスカッション
「地震動による重要機器の影響」

非常用交流電源喪失について

2016年8月24日
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• 当社はこれまでの調査の結果，津波によって非常用交流電源
が喪失したと推定している

はじめに

• 今回，非常用交流電源の喪失について，各設備の位置と機能
喪失時刻の関係の観点から，津波が原因であるか再度検討を
行った

波高計・連続写真の分析，プラントデータの分析の結果

 非常用電源機器が機能喪失するまで安定的に電気が供給されている

 非常用電源機器が機能喪失した時刻に，余震は発生していない

 津波が到達したと考えられる頃に，多くの機器が短時間に集中して
機能喪失している

津波が原因で電源喪失に至ったと推定
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非常用電源喪失と津波の関係について

•非常用電源喪失に至る要因は次のパターンが想定される

津波浸水によっていずれのパターンも成立しうるため，各設備の浸水時刻と機能
喪失時刻に相関があれば，津波が電源喪失の原因であると推定できる

津波の浸水時刻は各設備までの距離に相関があると考えられるため，各設備の設
置位置（距離）と機能喪失時刻の関係を確認する

※D/G：非常用ディーゼル発電機
M/C：非常用高圧電源盤

2

◯母線電気事故
◯DGロックアウトリレー
◯DG制御系の不具合
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１
号
機

２
号
機

３
号
機

５
号
機

６
号
機

４
号
機

敷地高さO.P+10m敷地高さO.P+13m

敷地高さO.P+4m
敷地高さO.P+4m

共用プール建屋

基準位置0m
 1-4号機海側道路
 OP +10m

海水系ポンプ※

機能喪失時刻
アラームタイパーの記録より抽出
（遮断器動作と電圧電流変化は過
渡現象記録装置，プロセス計算機
の記録で検討）

設備までの距離
1-4号機海側道路とOP +10m高さを基準に，各設備までの距離を
図面より計測
 海側から山側をプラスに，主な浸水想定経路の最短距離を計測
 建屋内の1FからB1Fへの落差は距離として加算

各設備の位置（距離）と機能喪失時刻の関係

※ CCSWポンプ（1号機），
RHSWポンプ（2号機），
RHRSポンプ（5号機）のデータ

（上記海水ポンプに近接して設置
しているDGSWポンプはデータなし）
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津波の最大波は敷地全体に大きな時間差なく到達したと推定
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D/G室へ

ルーバ等

大物搬入口（シャッター）

入退域ゲート３号機
D

/G
(3

A
)

D
/G

(3
B

)

Ｍ/Ｃ
(3D)

Ｍ/Ｃ
(3C)

ルーバ等

1～2号機
連絡通路

D/G(2A)

M/C
(2C)

T/B１階（O.P.+10.2m）

T/B地下１階（O.P.+1.9m）

１号機 ２号機入退域ゲート

機器ハッチ等
大物搬入口

（シャッター）

M/C 
(1C)

D/G(1B)

海側

D
/G

(1
A

)

M/C 
(1D)

M/C
(2D

)

D/G室へ

地下1階へ

1階から

地下1階へ

D/G(2B)共用建屋 M/C(2E)

５号機

D/G

(5B)

D/G

(5A)

M/C 
(5C)

M/C 
(5D)

貫通口

海水ポンプ海水ポンプ海水ポンプ海水ポンプ

T/B１階（O.P.+12.0m）

T/B地下１階（O.P.+4.9m）

各号機の主な推定浸水経路 4

※ここでは最短距離で浸水すると考えられる経路を記載想定される浸水口

1号機非常用電源（M/C）のみタービン建屋1階に配置
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距
離

(m
)

時刻

M/C1C*2

M/C2DD/G2A
M/C2C

M/C3C

D/G3A

D/G3B

M/C3D

CCSW*2

RHSW
RHRS

M/C5D
M/C5C

D/G5B*1
D/G5A*1

D/G2B*1

1u直流電源*2

但し，1号機の機能喪失時刻は，非常に早い
2号機の機能喪失時刻は，比較的乖離している

1号機過渡現象記録装置のデータ1, 2, 3, 5号機のプロット
1号機設備

2号機設備

3号機設備

5号機設備

非常用電源設備の距離が遠くなるほど喪失時間が遅くなる傾向が確認された

津波の遡上，浸水を原因として，設備が機能喪失していったと推定できる

これらの原因について検討

各設備の位置（距離）と機能喪失時刻の関係

*1浸水痕が確認されなかった機器
*2 M/C1C，CCSW、1号機直流電源
は1号機過渡現象記録装置の
データが1分周期のため，幅を
持った記載としている

注1）D/G1A，D/G1B，M/C1Dは過渡

現象記録装置のデータが途絶え
るまで電圧を維持していたため，
喪失時刻は特定できない

注2)1号機直流電源喪失時刻は過渡
現象記録装置の途絶時刻と想定

注3)M/C2Eは記録なし

15:35:59 15:36:59 →以降途絶

5
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6

防護扉は
閉まっている

防護扉は作業のため開放しており，その
まま避難したため開放状態が維持された

シャッターが
大きく変形

防護扉

シャッター

防護扉が閉まっていれば津波の浸入をある程度抑制出来たと考えられるが，
開放状態が維持されたため，津波及び漂流物によりシャッターが破損し大量
の海水が浸入したと推定

通常時 震災時 津波襲来時大物搬入口

１号機の電源喪失について（津波の浸入について）

参考 当社 福島原子力事故調査報告書（本編）130ページ
＜消防車による注水の検討と現場作業の開始（送水口の捜索と瓦礫撤去）＞の3点目津波襲来時1号機のみ，大物

搬入口防護扉が開放された
状態であった
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7

１階（O.P.+10.2m）

１号機 入退域ゲート

機器ハッチ等

大物搬入口（シャッター）

M/C 
1C

M/C
1D

D/G(室)

D
/G

室

M/C，直流電源

D/G1A

D/G1B

約108cm
シャッター開口
（大物搬入口）

ガラス自動ドア
（入退域ゲート）

M/C1C M/C1D

約60cm

T/B 1F

T/B B1F

S/B,T/B 1F

T/B B1F

 M/Cは大物搬入口の直ぐそばに設置してあったため，
早々に被水することとなった

 M/C1C,1Dの母線は被水していないが，M/C１Cの
補助リレーが被水により通電したため，D/Gの受電遮
断器が開放したと推定（P.14～16参照）

 直流電源についても，大物搬入口からC/B B1Fまで
津波の浸入を妨げるものがないため，早い時間帯に喪
失したと推定（過渡現象記録装置の途絶時刻と想定）

D/G1A

D/G1B

浸水痕

浸水痕
扉

扉 扉

階段

直流電源

C/B B1F

非常に早く機能喪失に至った原因は，大量の津波が
シャッターを吹き飛ばし浸入したためと推定

P/C1C

P/C
1D

D/G(1B)

D
/G

(1
A

)

M/C，D/Gの最短浸水ルート(推定)

地下１階（O.P.+1.9m）

直流電源

機器ハッチ等
（約5m×約5.6m）

１号機の電源喪失について（設備の設置位置）

制御盤

制御盤
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D/G2B遮断器

D/G2B電圧値

D/G2B電流値

M/C2D電圧値

RHSWポンプトリップ

D/G遮断器トリップ

D/G事故電流

しばらく電圧を維持し，
その後D/G機能喪失

A系

B系

D/G(2A)

M/C
(2C)

M/C
(2D)

平面図 断面図

2号機の電源喪失について（電気的応答の観点）

2号B系挙動Ⅱ
(次頁参照)

2号A系挙動Ⅰ
(次頁参照)

A系（比較的早い理由）
 D/G遮断器トリップ時，D/Gが事故電流を給電して

いないことから，D/G，M/Cに電気事故は発生して
いない。D/GはDGSWポンプトリップもしくは浸水
によりD/G制御盤内の端子が通電したことにより，
D/Gロックアウトリレーが動作し停止したと推定。
（RHSWポンプと同じ頃にDGSWポンプが喪失して
いるとすると前者の可能性が高く，その場合喪失時
間は比較的早い）

B系（比較的乖離している理由）
 D/G遮断器トリップ時，D/Gが事故電流を給電して

いること，及びD/G遮断器トリップ後，D/Gの電圧
が復旧していることから，M/C2D一次側端子もしく
は2E母線に電気事故が発生し，D/G遮断器がトリッ
プしたと推定

 設備の距離の観点からは，M/C2Dが没水したと推定
 M/C没水にはD/G室もしくは隣室との区域間扉から

浸水する必要があり，距離による想定よりも喪失時
間は遅れると推定

8

…同じ頃DGSWポンプが
トリップしたと仮定すると
60秒後に

プロセス計算機データ

区域間扉等

没水

ルーバ

D/G M/C

制
御

盤

※D/G(2B)は空冷のためDGSWポンプを有していない
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事故点①の場合 事故点②の場合 事故点③の場合 事故点④の場合

事故電流がD/Gから保護継電器
①を経由し事故点に給電

事故電流がD/Gから保護継電器
①②を経由し事故点に給電

事故電流がD/Gから保護継電器
①②③を経由し事故点に給電

事故電流がD/Gから保護継電器
①④を経由し事故点に給電

【保護協調の考え方】

遮断器① 遮断器② 遮断器③ 遮断器④

事故点①【2号B系挙動Ⅱ】 開放 不動作 不動作 不動作

事故点② 不動作 開放 不動作 不動作

事故点③ 不動作 不動作 開放 不動作

事故点④【２号A系挙動Ⅰ】 不動作 不動作 不動作 開放

電流

時間

事故電流②

t2

t1

t2＜t1のため，
遮断器②が先
に開放

保護継電器①

保護継
電器②

電流

時間

事故電流③

t2

t1

t3＜t2＜t1の
ため，遮断器
③が先に開放

保護継電器①

保護継電器②

保護継
電器③

t３

電流

時間

事故電流①

t1

遮断器①
が開放

保護継電器①

【保護継電器の動作曲線】

電流

時間

事故電流④

t4

t1

t4＜t1のた
め，遮断器④
が先に開放

保護継電器①

保護継
電器④

電気事故が発生した場合，波及的影響を防止するため，遮断器を開放し事故
点を隔離。上記遮断器の開放指令は以下の保護協調の考え方に基づき決定

（１）確実な動作
事故点を確実に隔離するため，事故電流が発生した場合，事故点に一番近い
上流側の遮断器に対して一番最初に開放指令を出す

（２）誤開放の防止
事故点に一番近い遮断器以外の遮断器が動作することを防止するため，時限協調を図る

D/G

保護継電器①

保護
継電器②

480V
P/C(C)

負荷

(M/C母線) 遮断器①

遮断器②
事故点①

(母線事故)

事故点④
(電動機故障)

事故点②
(変圧器故障)

事故点③
(母線事故)

遮断器③

保護
継電器④

遮断器④

保護
継電器③

M/Cの保護協調について 9
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• 非常用交流電源の喪失について，各設備の位置と機能喪失時
刻の関係の観点から，津波が原因であるか再度検討を行った

まとめ

検討の結果，非常用電源設備の距離が遠くなるほど喪失
時間が遅くなる傾向が確認され、非常用電源は津波に
よって機能喪失したと推定

 1号機は他号機と比較して機能喪失時刻が早い
大物搬入口の防護扉が開放されており，大量の津波が
シャッターを吹き飛ばし，T/Bへ流入してしまったこと
が原因と推定
（とくにM/C1CはD/Gトリップの補助リレーが通電し，
早々に喪失することとなった）

10
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（補足）

各号機の電源喪失

推定原因の検討

11
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1号機

12
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13

１階（O.P.+10.2m）

１号機 入退域ゲート

機器ハッチ等

大物搬入口（シャッター）

M/C 
1C

M/C
1D

D/G(室)

D
/G

室

M/C，直流電源

D/G1A

D/G1B

約108cm
シャッター開口
（大物搬入口）

ガラス自動ドア
（入退域ゲート）

M/C1C M/C1D

約60cm

T/B 1F

T/B B1F

S/B,T/B 1F

T/B B1F

D/G1A

D/G1B

浸水痕

浸水痕
扉

扉 扉

階段

直流電源

C/B B1F

機器ハッチ等
（約5m×約5.6m）

１号機の電源喪失について（設備の設置位置の観点）（再掲）

非常に早く機能喪失に至った原因は，大量の津波が
シャッターを吹き飛ばし浸入したためと推定

P/C1C

P/C
1D

D/G(1B)

D
/G

(1
A

)

M/C，D/Gの最短浸水ルート(推定)

地下１階（O.P.+1.9m）

直流電源

制御盤

制御盤

 M/Cは大物搬入口の直ぐそばに設置してあったため，
早々に被水することとなった

 M/C1C,1Dの母線は被水していないが，M/C１Cの
補助リレーが被水により通電したため，D/Gの受電遮
断器が開放したと推定（P.14～16参照）

 直流電源についても，大物搬入口からC/B B1Fまで
津波の浸入を妨げるものがないため，早い時間帯に喪
失したと推定（過渡現象記録装置の途絶時刻と想定）
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0

1
5:
3
0
:0
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電
流
(A
)

電
圧
(V
)

時刻

6.9kV_1D母線電圧 V D/G_1B電圧 V D/G_1B電流 A

D/G1A電流

M/C1C電圧 D/G1A電圧

D/G1B電流

M/C1D電圧 D/G1B電圧

15:36:59時点で
M/C1D電圧は維持

15:36:59時点で
M/C1C電圧は喪失

15:36:59時点で，M/C1Cの電圧が喪失
15:36:59時点で，D/G1Aの電流も喪失
一方，15:36:59時点で，D/G1Aの電圧は維持

 15:36:59時点で，D/G1Bの 電流は低下している
ものの，喪失していない

 15:36:59時点で，M/C1Dの電圧，D/G1Bの電
圧も維持

A系

B系

A系

B系

15:36:59時点で，D/G1Aは機能維持していたが，
M/C側で母線事故以外の事象が発生したため，D/Gの
受電遮断器が開放し電流が流れなくなったと推定
（次頁参照）

１号機の電源喪失について（電気的応答の観点）

以下の継電器の動作状況より，「D/Gロックアウトリ
レー（電気要素）」が動作し、D/G受電遮断器が開放し
たと推定

◯D/Gロックアウトリレー動作の条件は下記
①過電流継電器動作【不動作】
②逆電力継電器動作もしくは端子が通電
③D/G1B制御盤内の端子が通電

→①が不動作のため，浸水により②，③により、D/Gの
受電遮断器が開放したと推定

15:36:59
※過渡現象記録装置 1分間隔データ

14
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15

【M/C 1C 盤番号１の内部 】

M/C盤内の「DG52A1」補助リレーが浸水し，内部または①-②端子間が通電する
ことで，D/G1Aの受電遮断器を開放する回路が形成されたと推定（次頁参照）

補助リレー「DG52A1」浸水痕：約108cm

①端子

②端子

「DG52A1」内部及び①-②端子間に浸水痕を確認

１号機の電源喪失について（M/C(C)内の浸水による遮断器開放の成立性）

6/21 福島第一原子力発電所1号機タービン建屋1階現場調査

（参考）B系の「DG52B1」は浸水痕より上に設置されていることを確認
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【事象概要】

直
流

1
2

5
V

DG
52AX

タービントリップにて
動作を確認（通電）

接点a
「開」→「閉」

（通電）

遮断器
開放

浸水痕

M/C(C)盤内_補助リレー「DG52A1」

①端子

①端子

②端子

②端子
海水が浸水し
た結果通電

(1)【浸水による①端子-②端子間の電気抵抗値について】
下記実験より，「DG52A1」の①端子-②端子間の電気抵抗値
は39Ω以下と想定できる。（リレー内部間の端子間距離は①-
②端子間よりも短いため，保守的に①-②端子間で評価）

(2) 【DG52AXの動作について】
DG52AXのコイル抵抗は5350Ωであることから，
①端子-②端子間の電気抵抗値39Ωが直列接続された回路と
なり，下記のとおり，23.1mAの電流が流れる。

直
流

1
2

5
V

タービントリップにて
動作を確認（通電）①端子

②端子
39Ω

5350Ω

オームの法則より
電流Ｉ＝電圧V÷抵抗Ω

＝125V÷(39Ω＋5350Ω)
＝23.1mA

DG52AXの最低動作電流値は18.7mA（＜23.1mA）
であることから，DG52AXは動作可能である。

原子力規制委員会「東京電力福島第一原子力発電所 事故の分析 中間報告
書」P.28より抜粋

【端子間の浸水による通電可能性の検討】

DG
52AX

補助リレー「DG52A1」のリレー内部または①
端子-②端子間に海水が浸水した結果，通電し，補
助継電器(DG52AX)に電流が流れ，接点ａが閉じ
たため，D/G1Aの受電遮断器が開放した。

＜参考＞端子に海水が浸水した場合のD/G遮断器トリップについて 16
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（参考）M/C（１C）動作表示について

原子力規制委員会「第6回東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会」資料1-1より

17
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（参考）M/C（１D）動作表示について

原子力規制委員会「第6回東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会」資料1-1より

18
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2号機

19
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20

ルーバ等
大物搬入口（シャッター）

D/G(2A)

M/C
2C

２号機

１階（O.P.+10.2m）

地下１階（O.P.+1.9m）

D/G室

M/C
2D

直流
主母線盤

1～2号機
連絡通路

M/C，D/Gの最短浸水ルート(推定)

D/G2A，M/C
ルーバ・機器ハッチ

M/C2CM/C2D

T/B B1F

設置位置の観点では，A系電源はD/Gが先に喪失し，
B系電源はM/Cが先に喪失したと推定

D/G2A

2号T/B

D/G2Bは浸水痕がないため，B系はM/Cが浸水したと推定

共用プール建屋

扉

2号機の電源喪失について（設備の設置位置）

 D/G2AはM/Cより津波浸入の上流にあるため，D/G2A
が先に浸水したと推定

 直流電源は浸水したと推定。データの確認されている
3/1115:50以降に喪失したと推定

D/G2B（1F）…浸水痕なし
M/C2E（B1）…浸水痕あり

制
御

盤
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時刻

D/G2B遮断器

D/G2B電圧値

D/G2B電流値

M/C2D電圧値

A系
D/G遮断器トリップ時，D/Gが事故電流を給電して
いないことから，D/G，M/Cに電気事故は発生せず

A系

B系

2号機の電源喪失について（電気的応答の観点）

D/GはDGSWポンプトリップもしくは浸水により
D/G制御盤内の端子が通電したことにより，D/G
ロックアウトリレーが動作し停止したと推定

B系
D/G遮断器トリップ時，D/Gが事故電流を給電
D/G遮断器トリップ後，D/Gの電圧が復旧
D/G遮断器トリップ後，60秒後停止しているこ

とから，補機の冷却系の停止により、D/Gが機
能喪失したと推定

M/C2D一次側端子もしくは2E母線に電気事故
が発生し，D/G遮断器がトリップしたと推定

RHSWポンプトリップ

D/G遮断器トリップ

D/G事故電流

しばらく電圧を維持し，
その後D/G機能喪失

21

…同じ頃DGSWポンプが
トリップしたと仮定すると
60秒後に

プロセス計算機データ ※D/G(2B)は空冷のためDGSWポンプを有していない
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3号機

22
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23

１階（O.P.+10.2m）

地下１階（O.P.+1.9m）

ルーバ等

大物搬入口（シャッター）

入退域ゲート３号機

D
/G

(3
A

)
D

/G
(3

B
)

Ｍ/Ｃ
3D

Ｍ/Ｃ
3C

※直流電源は中地下１階

D
/G

室

M/C，D/Gの最短浸水ルート(推定)

D/G3A
T/B 1F

D/G3A

M/C

約93cm

M/C3C M/C3D

C/B 1F

浸水痕

D/G3B

D/G3B

設置位置の観点では，D/GとM/Cのどちらが先に喪失
したか推定できない

M/C及びD/Gはルーバや区域間扉等から浸水する必要がある
M/C及びD/Gの設置距離は大差ない
直流電源は浸水痕なし（少なくとも3/12 20時頃まで維持）

約30cm
C/B MB

C/B B1F

浸水痕

ガラス扉

扉

扉

T/B B1F

T/B 1F

T/B B1F

直流電源

3号機の電源喪失について（設備の設置位置の観点）

浸水痕なし

制
御

盤
制

御
盤

ルーバ等
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流

(x
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)

時刻

D/G 3B遮断器

D/G 3B電流

D/G 3B電圧

A系

B系

3号機の電源喪失について（電気的応答の観点）

A系
 D/G3Aの電圧低下後にD/Gの遮断器がト

リップしていることから，D/Gにトラブルが
発生したと推定

 事故電流が流れていないことから，D/G，
M/Cそのものが浸水して喪失したとは考えに
くい

D/G制御系が浸水し，D/Gが機能喪失したと
推定

B系
 遮断器とD/Gトリップがほぼ同時に発生
 事故電流が流れていないことから，D/G本体，

M/C主回路そのものが浸水して喪失したとは
考えにくい

DGSWポンプトリップ，もしくは浸水により
D/G制御盤内の端子が通電し，D/Gが機能喪失
したと推定

A系，B系ともに，D/G側の浸水によって電源
喪失したものと推定

囲った時間帯の信号は，実挙動をとらえ
たと考えにくい（起動していないRHSW
ポンプがONになるなどしている）

24

過渡現象記録装置データ
（2号機プロセス計算機により時刻補正した
タイパー記録の遮断器切時間に合わせている）
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5号機

25
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26

地下１階（O.P.+1.9m）

１階（O.P.+10.2m）
５号機

M/C 
(5C)

M/C 
(5D)

M/C，D/Gの最短浸水ルート(推定)

設置位置の観点では，A系B系ともにM/C側が浸水す
ることで機能喪失したと推定

 D/Gに浸水痕が見られないことから，D/G自体の
浸水による機能喪失は考えにくい

 M/C室内にはD/Gの制御盤等が設置してあり，
M/C主回路が浸水して電圧を喪失しなくても，
D/Gを喪失させる可能性がある

 直流電源は浸水痕なし（3/12以降に枯渇により
喪失）

M/C，D/G

M/C5C M/C5D

ケーブルダクト

T/B B1

浸水痕なし

５号機の電源喪失について（設備の設置位置の観点）

※直流電源は中地下１階

C/B MB

直流電源

制
御

盤D/G(5B) D/G(5B)



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved.

0

1

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000
15
:3
5:
40

15
:3
6:
00

15
:3
6:
20

15
:3
6:
40

15
:3
7:
00

15
:3
7:
20

15
:3
7:
40

15
:3
8:
00

15
:3
8:
20

15
:3
8:
40

15
:3
9:
00

15
:3
9:
20

15
:3
9:
40

15
:4
0:
00

15
:4
0:
20

15
:4
0:
40

15
:4
1:
00

15
:4
1:
20

15
:4
1:
40

15
:4
2:
00

遮
断
器

(0
=O

FF
,1

=O
N

)

電
圧

(V
)電
流

(x
0

.2
A

)

時刻

M/C 5C電圧

D/G 5A遮断器

D/G 5A電流

D/G 5A電圧

0

1

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

15
:3
5:
4
0

15
:3
6:
0
0

15
:3
6:
2
0

15
:3
6:
4
0

15
:3
7:
0
0

15
:3
7:
2
0

15
:3
7:
4
0

15
:3
8:
0
0

15
:3
8:
2
0

15
:3
8:
4
0

15
:3
9:
0
0

15
:3
9:
2
0

15
:3
9:
4
0

15
:4
0:
0
0

15
:4
0:
2
0

15
:4
0:
4
0

15
:4
1:
0
0

15
:4
1:
2
0

15
:4
1:
4
0

15
:4
2:
0
0

遮
断
器

(0
=O

FF
,1

=O
N

)

電
圧

(V
)電
流

(x
0

.2
A

)

時刻

RHRS Dポンプ遮断器

M/C 5D電圧

D/G 5B遮断器

D/G 5B電流

D/G 5B電圧

A系

B系

５号機の電源喪失について（電気的応答の観点）

A系
D/G遮断器トリップ時，D/Gが事故電流を給電して
いないことから，D/G，M/Cに電気事故は発生せず

B系
D/G遮断器トリップ時，D/Gが事故電流を給電して
いないことから，D/G，M/Cに電気事故は発生せず

D/GはDGSWポンプトリップもしくは浸水によ
りD/G制御盤内の端子が通電したことにより，
D/Gが停止したと推定

プロセス計算機データ
（2号機プロセス計算機により時刻補正）

27

※A系はRHRSポンプ起動なし
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まとめ 各号機の電源喪失推定要因

電源喪失要因
1号機 2号機 3号機 5号機

A B A B A B A B

母線電気事故 浸水によるM/C主回路
の故障

〇

浸水によるD/G本体の
故障

DGロックアウトリ
レー

浸水によるM/C内の補
助リレーの通電

〇

〇* 〇* 〇* 〇* 〇*浸水によるD/G制御盤
内の端子の通電

DGSWトリップ

DG制御系の浸水による不具合
〇

各号機の電源喪失推定要因

（〇*：詳細原因の特定が困難）

28
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参考

29
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（参考）6/21 福島第一原子力発電所１号機タービン建屋１階現場調査状況

M/C（C）

M/C（D）

D/G(B)室に
繋がる地上
開口部

N

M/C（C）

M/C（C）盤番号１
D/G1A受電遮断器

M/C（D）盤番号１
D/G1B受電遮断器

海
側

M/C（D）

常用系MCC

１号機タービン建屋1階

主な調査対象

機器ハッチ
（蓋は事故後に追加設置）

M/C(C)(D)確認

タービン建屋周辺D/G(B)
地上開口部確認

30

※M/C：非常用高圧電源盤
D/G：非常用ディーゼル発電機
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（参考）6/21福島第一原子力発電所１号機タービン建屋１階調査 浸水痕確認箇所

M/C（C）盤番号１
D/G1A受電遮断器

浸水跡約97cm

常用電源盤周辺柵

高線量のため
閉止中

M/C（D）盤番号１
D/G1B受電遮断器

N

タービン建屋1階内の浸水痕確認

31

浸水跡約94cm

浸水跡約93cm

浸水跡約141cm（51cm低い床）浸水跡90～95cm

浸水跡116cm

（電源盤内側）
浸水痕約108cm 浸水跡約93cm浸水跡約108cm

浸水跡約150cm
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D/G(1A,1B,2A,3A,3B,5A,5B)
主な構成

D/G(2B)主な構成

D/G
1A

480V
P/C(1C)

負荷

6.9kV
M/C(1C)

負荷 MCC
負荷

D/G
2B

負荷

6.9kV
M/C(2D)

6.9kV
M/C(2E)

480V
P/C(2D)

負荷

480V
P/C(2E)

※代表してD/G(1A)を記載
他号機も同様

（参考）非常用電源の主な構成について 32

MCC
負荷

MCC
負荷



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved.

（参考）3/11の本震及び余震発生状況

※国会事故調査報告書 参考資料Ｐ．６０より抜粋
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